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約 2万 5，000人程度だとされる。 ドナルド・ケント (DonaldKent)は、 1933年
から 1941年にかけてアメリカに到着したドイツとオーストリアからの亡命者
約 10万 4，000人のうち、学者は約 7，600人だったという l。
1 Maurice R. Davie， Rψtges in America: Report of the Committee for the Study of Recent 
lmmigration j示'omEurope (New York: Harper & Brothers， 1947)， 23-24， 41; Donald 
Peterson Kent， The R.買fugeelntelectual: The Americanization of the lmm忽rantsof 1933-


















ク・マウ ンテン ・カレ ッジのような南部に出現した進歩的実験校に集まってき
2 I職業官吏団再建法」に基づく大学教員追放に関しては、 Claus-DieterKrohn， 
I机tellectualsi，ηExile: Refugee Scholaγs and the New School foγSocial Reseaγch， trans. 
Rita and Robert Kimber (1987; Cambridge: University of Massachusetts Press， 1993)， 
12-14 ;津井敦 『カール・マンハイム一一時代を診断する亡命者J(東信堂、 2004)
などが参考になる。なおこの追放の波紋については拙文 「境界線上の亡命知識人
一一パウル・ティリッヒと大戦間期のアメリカJr英文学評論J83 (2011)でも扱っ
ている。援助活動に関しては、 NormanBentwich， The Rescue and Achievement of 
Refugee Scholars: The SぬηofDisPlaced Scholars and Scie机tists1933-1952 (Hague: 













































4 本論文では、 HistoricalyBlack Coleges and Universities (HBCU、歴史的な黒人
単科および総合大学)の略称日本語表記として 「黒人大学」を用いることにする。
そのため、現在一般的なアフリカ系アメリカ人ではなく黒人という呼称を使う。な
おHBCUについては GiovaniLucisano ed.， America's Historically Black Coleges and 
Universities (New York: Nova Science Publishers， 2010)を参考にした。この本の 7
章の “Listof HBCUs - White House Initiative on Historicaly Black Colege and 




























ザイン学研究J44: 4 (1997): 39-48; Eva Diaz，‘'The Ethics of Perception: Josef Albers 




















6 Martin Duberman， Black Mountain: An Exploratio叫 inComm酬の (1972;Evanston， 
II・:Northwestern University Press， 2009)， 1-10. 
7 http:/www.rollins.edu/why-rollins!history.html (accessed on November 20， 2011) 
などを参照した。
8 Mervin Lane，“Introduction，" Black Mountain College Sprouted Seeds: An Anthology 01 
Personal Accounts， ed. Marvin Lane (Knoxville: University of Tennessee Press， 1990)， 
2. 
9 John Andrew Rice，“Black Mountain College Memoirs，" in Black Mountain College 
S戸routedSeeds， 12 
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長となったルートヴィッヒ・ミース・ファン・デル・ローエ (LudwigMies van 
der Rohe)やモホリ ニナジ・ラースロー (Moholy-NagyLaszlo) らもアメリカに
10 両大学については htp:/www.bard.edu/abou凶lIstory/(accessed on November 20， 
2011); htp:/www. bennington.edu/などを参照した。また、メアリー・マッカーシー
がバード大学をモデルにして書いた 『学問の森J(The Gグ'oves01 Acade明e)につい

























































































た。さらに、 1944年には、有名な数学者のマックス ・ヴィルヘルム ・デーン




















13 個々の亡命知識人の履歴については、 Duberman，Black Mountain; Lane， ed.， Black 
Mountain College Sprouted Seedsの他lこ、 MaryEmma Harris， The Arts at Black 
Mountain College CCambridge: MIT Press， 1987)を参考にした。
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例えば、 ElenW. Schrecker， No Ivoη Tower: McCartわismand the Universities (New 







































黒人大学における亡命学者たちj (From S世間tikaωJimCro叫:R，抑:geScholars at 









16 アメリカ社会とくに南部における反ユダヤ主義については、 JohnHigham， 
Strangers in the Land: Patterns 01 American Nativism， 1860-1925， 2nd. ed. (New 
Brunswick: Rutgers University Press， 1988); David M. Chalmers， Hooded Americanism: 
The Histoη01 the Ku Klux Klan， 3rd ed. (Durham: Duke University Press， 1987); 


























17 Duberman， Black Mountain， 174-75. 黒人学生受け入れの論争については、デュ
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21 Ibid.， 489. 

























23 Harris， The Arts at Black Mountain Colege， 54. 























25 Ibid.， 217. ロヴィンスキーの人種統合への取りくみについては、 Duberman，
214-218; Harris， 111を参照されたい。ハリスによれば、 1947年の春にフリ ー夕、ム・
ライダーが州際交通機関の人種隔離に反対して、ノ ースカロライナ州の西部を通過
したとき、ブラック・マウンテン・カレッジに泊まったという。



















で教えた 51名の軌跡を辿った。現在歴史的な 「黒人大学」 とされている約百
校のうち、 16校の私立大学と 3校の公立大学が、この中に含まれている。確
認できた亡命学者が比較的多かったのは、ワシントン DCのハワ ード大学














ガー (Talladega)、スペルマン (Spelman)、タスキギー (Tuskegee)、ベネット
(Bennett) などの黒人大学の総長に 「亡命外国人学者緊急援助委員会」










たことだった九 1955年にジョージア州のぺイン・カレッジ (PaineCollege) に
就職した亡命人類学者サイモン・メッスイング (SimonD. Messing)は、年配の
27 Gabrielle Simon Edgcomb， From Swastika to Jim Crow: Refugee Scholars at Black 
Colleges CMalabar， Florida: Krieger Publishing Company， 1993)， 86. 
28 Ibid.， 26. 
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31 Stephen Duggan and Betty Drury， The Rescue of Science and Learning: The Sωry ofthe 
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Histoη71 CDecember 1984): 543-64. 
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43 アン・ムーディ著 樋口映美訳 『貧困と怒りのアメリカ南部Jl(彩流社、 2008)
の特に第20章と年表が参考になる。
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ルトが、芸術を通して南部の黒人の意識を変えていったとしたら、ボリンスキー
もまたその社会学実験室を通じて、南部の現実になんらかの変化をもたらした
といえるのではないだろうか。
結語にかえて
本論文では、 1930年代から 1940年代にかけてアメリカ南部で教えた亡命学
者について論じてきた。ブラック・マウンテン・カレッジと幾つかの黒人大学
で教えた亡命学者の生き方やディレンマを探るなかで、この時代の南部の現実
にも目を向けようとした。ブラック・マウンテン・カレッジにおける黒人学生
受け入れをめぐる論争は、大きな現実のなかでの 「コップのなかの嵐」の感は
あったが、論争がなんらかのかたちで継続したために、現実を変えていく足が
かりとなった。同時に、亡命知識人が集中していたために、その内部で'の不協
和音も聞かれた。ブラック・マウンテンでの経験は、南部の白人教育機関には、
南部のジム・クロウの厳しい現実を変えてL、く力学が働きにくかったことも明
らかにした。黒人大学のケースからは、アメリカ南部の状況に疎かった亡命学
者が、南部の厳しい人種隔離の現実に目覚めてし、く様子や、亡命学者が黒人学
生を新しい意識や世界に誘う役割を果たしたことが浮かび上がってきた。ここ
でも、亡命学者の態度は、疎外感から積極的な周縁性の利用まで様々だったが、
芸術を通して、あるいは社会科学的な実験を通して、 黒人学生および白人学生
の意識と行動になんらかの変化をもたらした。他方、アメリカ南部との接触が
亡命知識人にもたらした変化については、この論文で十分に明らかにすること
はできなかった。知られざる亡命知識人はまた、なんらかの理由で多くを語ら
なかった知識人でもある。彼ら彼女らの遺産を伝える世代も消えていくとき、
彼らの足跡もまた消えてしまうのであろうか。
